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新彊ウイグル自治区経済素描
高　　橋　　庸一郎
（＾業）
　1995年4月14日のr新彊日報』は，第一面上
段に「北彊にうれしい春の雨」という見出しで，
昨夜来の雨が新彊北部の農作物の生育に有利な
条件を与えるにちがいないという喜びの記事を
載せている。しかしその降雨量はわずか9㎜～
15㎜にすぎない。一方5月13日には新彊烏什県
では高温つづきの為，雪どけ水が大量に流れ出
し，「建国以来最大」の洪水災害を引き起こし
たという記事がある。またその翌日の記事には，
今年の北彊は乾燥がつづいているために何度ま
いてもトウモロコシが発芽せず，種は高騰し，
農民は困っているとある。しかもこの記事は以
後数回に亘る特集となっている。焉看にあるボ
ストン湖ではいままでの舟つき場が湖の沖合い
百米の所に屋根だけみせていたし，附近の田畑
は可成り広範囲に亘って水没していた。これも
高温の為，天山の雪が一度に溶けだしたのが原
因である。コルラとカシュガルの間の砂漠では
いく筋もの水流のあとを見た。水こそ一滴もな
いが川床をえぐり，両岸の土砂を侵触して大量
の水が流れたことが解る。そしてこうした水は
極めて短期に流れ去ってしまうのである。
　新彊では春が早く来れば天山の雪が一度に溶
け，洪水をひき起し，田畑を水没させ，その後
には長期の早舷が待っているのである。春が遅
ければ遅いで水が不足し，気温も上らないため
に農作物の発芽に支障を来し，播種の時期を逸
するばかりでなく，種の価格も高騰することに
なるのである。新彊の農業は，こうした気温と
雪溶け，それとその間の幾度かの適度な降雨と
いう自然の微妙なバランスの上に成り立ってい
るのである。
　しかしまた以上のようなオアシス農業特有の
困難を乗り越えながら新彊の農業は発展してき
た。新彊ウイグル自治区統計局がまとめた『1994
年新彊国民経済運行情況』によると，1994年度
に於ける新彊の農業は，頻繁な自然災害の影響
を克服して安定的発展を実現したとし，主要農
産物の綿花生産量は80万トンに達し前年より
17．6％増大して史上空前の水準を獲得し，これ
は全国の首位を占めたとし，また油料の生産量
は48万トンで29．7％の増大，甜菜は310万トン
で30．8％増加したとしている。しかし食糧生産
はやや減少し664万トンで前年より7．8％の下降
とし，やはり気侯と食糧生産との微妙なカケヒ
キの難しさを感じさせている。
　ちなみに新彊とはきり離せない牧畜業を見る
と，豚牛羊肉は37万トンで8．4％の増，牛乳42
万トンで13．5％増，家畜飼育量は4366万頭で，
2．2％の増加となっている。
　いま6月初旬，ウルムチは春たけなわという
所である。白楊は浅黄色の若葉からすっかり濃
緑の夏姿に変ろうとしている。市の中心部の商
門，大十字，紅山附近は毎日人で溶れ返り，街
路の両側に建つ高層建築の百貨店を尻目に歩道
では地べたに，カバン，くつ下，など日用雑貨
を列べて個人が店をひらいている。
　またリヤカーに，クルミ，干ブドウ，干ナツ
メ，アーモンド，煎りエンドウ，南瓜，西瓜の
種などを積んで売っている。少し路地を入ると
シシカバブーの屋台が所狭しと並んでいるが，
新彊ウイグル自治区経済素描
Page:1無断転載禁止　
そんな一角に必ず野菜を山のように積んで売っ
ている露店がいくつかある。今出回っているの
は，ハクサイ，キャベツ，ホーレンソー，トマ
ト，キウリ，ウリ，ピーマン，ニンジン，赤ダ
イコン，緑ダイコン，シロダイコン，小カブ，
ネギ，ニラ，コマツナ，コーサイ，ナスどれも
1㎏当り1角一5角ぐらいで安い。しかしコル
ラやクチャから来た人達に言わせるとそれでも
非常に高いという。やはり都会は物価が田舎に
比べれば高いのである。これ等の野菜は野天に
並べられ初夏の暑い日ざしの中で半ばしおれて
いる。もともと水は不足している町だから，日
本の八百屋のように水をかけるということもな
い。リヤカー一杯に積まれた野莱は恐らく2，
3日のうちにはしおれ干からびてしまうであろ
う。何とももったいない感じである。中国の食
事は日本などからみると可成り豪華であるが，
それだけまた無駄も多いと言える。少し高級な
レストランでテーブルにまだ多く料理を残した
まま席を立つ者が多い。この料理はそのまま捨
てられてしまうが，こうした傾向は高級レスト
ランばかりでなく極く普通の家庭にもある。多
くの不確定なマイナス条件のもとで作られる農
作物が，価格の上で今の所あまり変動がないの
は，流通と消費の上での弾力性ある無駄という
余裕がまだ残されているからかもしれない。
　自然による不確定な悪条件を乗り越えながら
新彊の農業が発展して来ている原因はいろいろ
あるであろうが，その一つは全体的に作付面積
が増加しているということが言えると5月13日
付の『新彊日報』の「慶祝新彊維吾ホ自治区成
立四十周年提綱」からは読みとれる。それでは
作付け面積がふえている原因は何かと言えば，
その一つは改革開放による農民の労働意欲の高
まりがここ10数年前から起り，それが今なお維持
されているということ，更にそれに伴って都市
に於ける現代化の波が農村にまで押し寄せ，農
村での現金収入の必要性が農民を生産労働にか
りたてている点もある。また南彊はウイグル族
が80％一90％という地域が多いが，ここ数年の
ウイグル人口の爆発的増加が，労働人口の増加
につながって，それがひいては作付面積の増加
につながっているとも言えるかもしれない。
　町で売っているキャベツの玉は直径10㎝一
15㎝ぐらいで小さい。また白菜も株の直径はや
はり小さく10㎝前後である。トマトや根菜類な
ど，他の野莱も一般的に小ぶりで貧弱である。
気温や土壌の関係もあるであろうが品種改良の
話はトンと聞かない。この点から言えば新彊の
農作物はまだまだ改良の余地があると言える。
それにいまの所，保存や運送中の品質の管理に
ついては自然のままに放置されているが，この
点も将来冷蔵，冷凍運搬などを取り入れれば，
他省，域外への出荷も可能となろう。
　新彊では成立当初の40年前から植林事業を新
彊維持発展の要として推進してきた。それ等は
総じて成功していると言えるであろう。しかし
この事業は人手と時間がかかる。狭い範囲の植
林は何の意味もない。広範囲に亘って大々的に
労働力を投入し，しかも20年一30年経ってはじ
めてその成果が徐々にあらわれるといった種類
のものである。ウルムチからカシュガルヘ到る
タクラマカン北道ぞいの町，タクソン，コルラ，
クチャ，パイチョン，アクスなどの郊外では，
まだ植林したばかりの小さな白楊の広い苗林を
見た。この木が成長するにはまだ20年から30年
かかるにちがいない。しかしその成長のあかつ
きにはこれ等の林が新彊全体の農業生産にとっ
て更によい条件を作り出すことは確実である。
新彊の農業がまだまだ発展の余地あることはた
しかである。
（工簑）
　4月14日の『新彊日報』は第一面に，「我が
区三油田の原油の生産と販売は高潮」という見
出しで次のように述べている。「昨年タリム・
トハ・コラマイの3大油田は新彊区内，区外の
鉄道輸送の面で多くの困難に遭遇したにもかか
わらず，大いに奪斗努力して原油生産任務を超
過達成した。また今年に入ってからは区外，区
内むけの鉄道輸送を増強することが協議決定さ
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れ，我が区の輸送部門もゴーサインを出したこ
とにより，今年の計画では新彊から区外への全
輸送量の51％は石油製品で占められることにな
る。」また，「この3月末で3大油田の原油生産
量は，304．5万トンで，これは昨年同期よりも
25．8万トン，即ち9．3％の増である。また区外
むけ原油の鉄道輸送量は125．5万トンでこれも
40．2％増ということになる」と。
　新彊は中国の中でも石油，天然ガスの資源を
最も豊富に埋蔵している省区の一つである。
　党の十一回三中全会で「東部を安定させ，西
部を発展をさせる」という方針が打ち出されて
以来，新彊に於ける石油工業は新しい段階に
入ったと言われている。石油探査の戦略が次々
に実施され，孔雀河畔には近代的な石油都市が
忽然と出現したということが新彊では話題に
なっている。この都市は119．98万平方メートル
の，タリム石油探査開発指令基地で，高層ビル
が立ち並び，緑ゆたかなオアシス都市であり，
石油探査に従事する職員工員達の生活文化の場
でもあるという。名づけてタシクルラ基地とい
う。「自治区成立四十周年提綱』では「改革開
放以来強力に石油探査をつづけ，基本的にジュ
ンガル盆地，タリム盆地，トハ盆地で，20あま
りの大油田と25の工業的含油地層帯を掘り当
て，その為原油の生産量は大巾に増大した。
1979年から1994年までの原油生産の累計は
9584．92万トンで，改革開放前の29年問の累計
の2．84倍である。石油精煉工業と石油化学工業
の生産能力は逐次拡大した。すでに独山子石油
精煉工場，ウルムチ石油化学工場，コラマイ石
油精煉工場，それにザップ石油精煉化学肥料工
場などの一連の石油化学工業企業が建設整備さ
れ，石油加工製品は200余種にのぼる。40年に
わたる創業の顛難を経て，新彊の石油工業はす
でに相当な規模に到達した。現在，ジュンガル
　　　　さく油田と堀蟻しつつあるタリム油田，トハ油田は
ともに大いなる飛躍の段階に突入した」と1994
年度の総括を行っている。
　ウルムチ市の一般家庭の燃料は大体プロパン
ガスである。工場や学校の食堂など，強い火力
を必要とする所では石炭が使われている。ウル
ムチ市に電力を供給している市南郊の火力発電
所は，日に何台もの石炭を満載したトラックが
行き交う所を見ると，石炭による火力発電であ
る。新彊にはまだ原子力発電所はないと地もと
人は言っている。ウルムチ市では1日に必ず4，
5時問は停電する。まだ電力の供給は十分とは
言えない。ウルムチ市西郊200㎞ぐらいの所，
トルファンヘ行く街道とタクソン方面へ行く道
との分岐点あたりに，E　Cの援助で作られたと
いう風力発電装置がある。数十基の風車が林立
して回っているがこの発電能力がどれくらいか
は解らない。外国の援助による成果はあまり発
表したがらない為か、1994年度の総括の中にも
触れられることはない。
　ウルムチからカシュガルヘ行くタクラマカン
北道約1500㎞の問には，だいたい100㎞ぐらい
の問隔で「加油姑」（ガソリンスタンド）が設
けられており，供給は潤沢である。2，3種類
のガソリンの表示があるが，いずれもリッター
当り2元一3元の見当で非常に安い。ディーゼ
ル用は1元代である。4，5年前まで中国の自
動車は，終戦後の日本の車がそうであったよう
な，いかにもガソリン臭いにおいをまき散して
いたが，今のガソリンはああいうにおいはない。
精煉技術もレベルアップしたのであろう。
　タクラマカン北道を通って気がつくことは行
きかう車は，二輌連結の石岩運搬トラックとこ
れも二輔連結のタンクローリー車が圧倒的に多
いということである。街道の途中にある小さな
町ではまだプロパンガスは普及しておらず，一
般家庭の煮たきは石炭が多い（また工場用にも
石炭が多く使われている為である）。またタン
クローリー車は，各加油姑にガソリンその他を
供給してまわっているのである。
　タリム盆地での堀襲中の油田の石油生産が軌
道にのれば，ウルムチ市の停電の解消する日も
そう遠い将来のことではないであろう。
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（兵　団）
　ここで新彊の生産にかかわる特殊な組織，生
産建設兵団について述べておかなければならな
い。タラクマカン北道を走っていて砂漠のまん
中に，「兵団」へ行く為の道標が出されている
のを，コルラ，アクス，カシュガルの近くでい
くつか見た。また途中の公路で「兵団」と書か
れたトラックの数台の部隊にも何度か遭遇し
た。
　新彊の兵団は1954年10月に正式に成立してい
るから40年の歴史を持っている。それは当初の
解放軍の一部や国民党投降起義軍などで編成さ
れ，新彊の開墾開拓の最も困難な地方に駐屯し
て，有事には日頃の訓練成果を発揮し，精鋭部
隊として再編され兵事に就き，平時は開拓農耕
という生産活動にいそしんでいるのである。彼
等は家族を伴って定住し，兵士として退役して
も，再び出身地へ帰るということはなく，以後
代々その地を本貫として永住するのである。か
つての日本の屯田兵に似ている。
　現在新彊には12兵団あるといわれ，そのうち
農業に従事する兵団は10師，工業に従事するの
は2師といわれる。農業師兵団のうち3師は南
彊にあり，他の7師は伊守・博車・窒屯・石河
子・北屯など北彊に置かれている。旧ソ連と中
国との関係が険悪だった頃，この地の兵団の存
在は重要な意味を持っていたにちがいない。文
化大革命末期，林彪がソ連への逃亡をはかり，
中ソ国境に近い新彊で，彼の乗った飛行機が中
国側によって撃墜されるという事件が起った
が，この時兵団の活躍があったと当時伝えられ
たことがある。
　現在こうした兵団の成員人口は新彊ウイグル
自治区の総人口の13．95％を占め，約200万人に
達している。兵団の定住地はもとより農耕の為
の自然環境条件が極めて劣悪な地帯であった。
しかし彼等はその所謂人民解放軍的自力更生，
克苦奪闘の精神主義と軍隊的厳格な規律によっ
てその生産意欲は非常に高く，更に加えて国家
の軍隊として中央から支給される所のより進ん
だ生産用具，生産装備，運搬手段などによって，
植林，土壌の改良，灌概などの事業を積極的に
おしすすめて，今ではその劣悪な自然条件地を，
従来からの農耕地帯よりも生産効率の高い農耕
地帯に改善した所も多いという。兵団の所在地
は今でも公路からは可成り奥まった所にあるの
　　　　　　　　　　つぷが普通で，その情況を具さに見ることは出来な
いが，その所在地が公路から相当離れていると
いう点を見ただけでもその地が本来どれほど辺
郡で厳しい所であるかということが解るという
ものである。
　以上の如き歴史的条件を持つ兵団は，実は新
彊で現在最も生産性の高い農耕集団と争なして
よいであろう。前掲の『四十週年提綱』には，
「四十年来，生産建設兵団は国家の為に大量の
糧食，棉花，油料，原材料などの農牧副産品を
牟産し，国家に133．2億元の固定資産をもたら
した。いま自治区の年問糧食生産量の20％，棉
花生産量の36％，油料生産量の24％，甜菜生産
量の35％は生産建設兵団が生産したものであ
る」とのべている。兵団が新彊人口の約14％を
占めているというのは当然その家族も含めてい
るのであるが，この14％が各種生産物の20％か
ら36％を生産するという点からその生産性の高
さが解る。もっとも一般の新彊人口は都市人口
を含めているから農牧に従事しない人口もその
中に入っているのに対し，兵団はほぼ全体が都
市以外の農牧地に居住している為，14％はまる
まる農牧従事者とみなしてよいという実際労働
力上の有利さはある。しかしそれにしてもこれ
等の兵団の生産数値は決して低くはない。そし
て更に『提綱』は，自治区の工農業総生産額の
22．28％を兵団が作り出し，また農業だけに絞っ
た総生産額では25．45％を兵団が作りだしたと
のべている。そして更に驚くべきことには，自
治区が毎年輸出する貨物，物資総額の50％はこ
の生産建設兵団が提供したものであると述べて
いる。これはその数値の高さもさることながら，
兵団の作り出す生産品の品質の高さも証明する
ものとして注目される。
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　工業2師はその創業初期から一群の鉄鋼工
場，紡績工場，発電工場，セメントエ場，自動
車修理整備工場，大型炭磯などの企業を起し，
これ等の企業の採算と生産が一定の軌道に乗る
と，それを無償で地方政府に譲渡して，自治区
の現代工業発展の基礎をきずいたとされてい
る。
　いまや新彊の農業，工業はこうした生産建設
兵団の存在なしには考えられないのである。多
くの少数民族の居住するこの新彊に於そ，軍事
的要でもある兵団の存在の政治的意味はいまな
お決して軽いものではない。しかし旧ソ連崩壊
後，中ソ国境地帯に於ける緊張は大巾に軽減し
たことは疑いのないところである。そうした意
味で兵団は今後軍事的よりも，ますます生産へ
の志向を高めていくであろう。その点でも兵団
の存在意義は今後より高くなることはあっても
低くなることは決してあるまい。
　兵団については『兵団社会科学』『兵団経済
研究』『兵団農墾経済』などの雑誌も出されて
いる他，趨予征の『新彊屯墾』や『練網之路屯
墾研究』などの研究書も出版されている。
（収入と消口）
　新彊大学に勤めはじめたばかりの若い職貝の
給料は，私が知りえた限りではだいたい月嶺で
400元から500元である。年収にして4800元から
6000元の間である。教員の給料の平均は恐らく
700元から800元，年収で8400元から9600元ぐら
いではなかろうか。ある社会的にも高名な先生
は，「私は月収が約千元で，これでも他の人か
らはうらやましがられているんです」と言って
おられた。一般の企業や工場の場合は，その年
商と収益に応じて年度末に臨時賞与が出る所も
多いと聞く。
　『提綱』によると，1994年の農牧民の平均純
収入は1人当り935．52元で1980年の3．7倍と
なっている。また一定規模以上の所謂私企業の
職員の平均貨幣給与は4322元である。貨幣給与
というのは，物品によって支給されるものは除
くという意味であるが，これでみると若い大学
職貝は，それより少し上ということになる。
　前掲資料の統計局による『運行情況』では「農
民の純収入の絶対額の増大は今までの最高を記
録している。1994年度の農民1人当りの平均純
収入は922元で，前年にくらべて144元増加し，
それは18％の増ということになる。1994年の職
員工員の給与総額は125．8億元で，前年より
22．4％の増である。職員工員の平均貨幣給与は
・3937元で，前年より21．5％増である」としてい
るが，しかし，この給与総額と，職員工員の平
均貨幣給与の増大巾はともに全国平均の水準よ
りも低いとも述べている。『提綱』と『情況』
の数字が若干異るのは，『情況』の方は概算で
出している為である。
　郵小平の考え方は基本的には，「富裕になれ
る所から先に富裕になっていく」というもので
ある。新彊に於ける農村と都市との収入の格差
には歴然たるものがあるが，これもいまの所致
しかたのないのであろう。新彊の人々はよく，
　「新彊は沿海都市より非常に発展がおくれてい
る。沿海都市の発展の恩恵の波が新彊まで及ん
でくるのには5年以上かかる。しかも新彊にま
で及んで来た時には，その波はもとの波の百分
の一ぐらいになっている」という。今年新彊ウ
イグル自治区は成立40周年を迎えるにあたっ
て，今までのように沿海都市からの恩恵の波を
受けるのではなく，自からが自力で波を起そう
ともがきつつあるように見える。今年5月末に
区の主席一行が伊藤忠などの招きで日本を訪問
　したことなどもそのあらわれである。
　新彊大学語学系には現在残念ながら日本語系
はない。一番人気があるのは英語で次がロシア
語である。ロシア語を流暢に話す何人もの新彊
大学の卒業生に会った。新彊はやはりロシア，
東欧圏との経済関係が深かったのである。しか
　し旧ソ連崩壊後，当然のことながらロシアとの
経済関係は急速に稀薄になっていった。ロシア
には新彊企業との合弁投資の為の経済的余裕が
ないからである。それにともなって学生の間の
ロシア語熱にもかげりが見えてきている』
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　新彊大学のキャンパスを歩いていて，「あな
たは日本人か？　ここで日本語の教師をしてい
るならその講座を聴かせてほしい」と3人程か
ら話しかけられた。キャンパス外でも，日本語
を勉強したいという何人もの若者に会った。カ
シュガルでは，これから日本へ留学して帰って
来たらウルムチで，自分で日本語の学校を開き
たいという非常に流暢な日本語をしゃべる青年
にも会った。
　新彊大学の担当者は，以前には日本語系も
あったのだが，教師を研修の為に日本へ送ると，
その教師は研修をおえた後，新彊へは帰って来
ないで，より高い給料にひかれて，他の省区へ
行ってしまうのだと残念そうに語っていた。し
かし出来得る限り早い時期に日本語系を再開し
たいとの意欲も見せていた。ウルムチでは，日
本製の自動車，電気製品，洗剤などのテレピコ
マーシャルも結構多く流れている。日本語は，
ビジネスと観光という両面から，これから将来
性のある言語と見なされつつある。
　ウルムチ市の大型百貨店は十指に余るが，そ
の電気製品売場の入口には「画王」のダンボー
ル箱がうず高く積みあげられ，中に入ると日本
の主要メーカー別のコーナーがずらりと並んで
いる。それぞれのコーナーにはテレビ・ビデ
オ・オーディオ機器等がところ狭しとならべら
れている。テレビは大体6千元ぐらいから1万
2千元ぐらいまでの値ふだがついているが，売
れるのは9千元ぐらいまでだと店員は言う。
　『提綱』によれば，任意の抽出調査で，1994
年の都市に於ける住民百戸当りで，テレビは
108．15台（そのうちカラーテレビは81．85台）
を所有し，電気冷蔵庫は61．67台，テープレコー
ダーは77．41台，電気洗濯機は86．48台を所有し
ているという結果が出ている。しかし前年との
対比は解らない。
　『情況』によれば，1994年度の小売市場は総
じて商品は充足しているが，新たな消費プーム
を引き起す材料は形成されておらず，価格の上
昇によって市場の販売力は平淡で増長力に乏し
く，また生産源材料市場は疲弊しているとして
いる。そして更に厳しく次のように述べている。
　「1月から11月までの全区の社会消耗品の小
売総額は166．7億元で，前年同期より15．1％増
大している。しかし現在の小売市場の特徴とし
て次の3点をあげることが出来る。
　1．社会消耗品の小売総額は増長力に乏しく，
価格的要因を除けばマイナス成長となる。売出
し額の累計と月々の増大巾はそれぞれ全国平均
よりも15％及び20％ぐらい下まわっており，そ
の増長巾は全国では下から2番目である。
　2．農村市場は都市よりも好調である。1994
年以来，新彊農村部の消耗品市場はずっと比較
的好況を保って来た。1月から11月までで，全
区の県及び県以下の社会消耗品小売総額は71．2
億元で，前年同期よりも16％増大し，都市より
も1．5％高くなっている。農民の非農民居住者
に対する販売額は17．8億元に達し，前年同期よ
りも22．2％増大している。
　3．個人経営及び私営経済は安定成長し，国
営経済の歩みは低迷している。1月から11月ま
での個人と私営の社会消耗品の小売総額は38．5
億元と，3．4億元に達し，それぞれ前年同期よ
りも22．2％と31．4％増大している。個人私営経
済の全消耗晶小売総額に占める割合はすでに
25％前後にまでなっている。また1月から11月
までの国有商業企業の販売総額は85．2億元で，
前年同期よりも11．2％伸長し，すでに回復の兆
しを見せている」
　生産部門での国営企業と私営企業の相違はあ
まり知り得ないが，販売部門に於ける国営と私
営企業の相違には歴然たるものがある。命者で
は販売員はほとんど無言で，手足を動かすこと
からリップサービスまで，殆んどサービスらし
いものは何もない。それどころか販売員同志の
客を無視した私的なおしゃべり，私物の整理や
修理，あみ物，読書など，ありとあらゆる種類
の時間の私的な浪費が見られる。こうした情況
は時に，銀行，郵便局などの公的機関の窓口で
さえもまま見られることである。これに対し私
企業では販売貝のむき出しのままの販売意欲を
見せつけられることが多い。これは恐らく歩合
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制的なものが導入されているためであろう。い
ずれにせよ，こうした両者の違いが上記のよう
な数字となってあらわれるのは，当然と言えば
当然のことと言えるであろう。大型百貨店がそ
の設備投資や人員配置のわりには思わしい成果
をあげ得ていないのは，国営のものが多いから
である。ウルムチはまだ販売店全体としてセン
スが洗練されているとはいい難い。店の表のレ
イアウト，内装，商品の配列，電力事情から来
る照明の暗さ，商品代金の支払い方法など，改
善の余地はいくらでもある。
　北京にスーパーマーケットが現われたのはも
う20年も前のことである。しかし上海など沿海
都市にスーパーが大々的にとり入れられるよう
になったのはここ4，5年のことである。新彊
にはまだスーパーはない。スーパーが導入され
始めたら，それが消費者の購買意欲をそそると
いう点で一つの転期になるかもしれない。
（貿易）
　ウルムチでは1992年から「ウルムチ辺境地方
貿易商談会」簡称「烏沿会」を開催挙行してい
る。これを新彊では，対外貿易を加速的に発展
させ，全方位的に対外開放を行う為の重要拠点
を構成するものとし，「広州交易会」「上海交易
会」「胎・ホ濱交易会」とともに，中国が全方位
的に対外貿易経済活動を推進していく核となる
ものと位置づけている。
　「情況』は，’94“烏沿会’’が円満な成功を
おさめたとし，大会での対外貿易成約額は
18．32億ドル，サインされた各種の国内貿易，
国内朕合項目は821項，契約金額は35．9億元で
あるとし，これは94年度の「烏沿会」が市場の
多元化と貿易合作に向って新しい第一歩を大き
く踏みだしたことを表明したものであると評価
している。他の3つの交易会が中国の東の大門
だとすると「烏沿会」は謂わば中国の西と北に
向って開かれた，未だ小さな窓にすぎない。今
後の発展が期待される。
　また『情況』では1994年の自治区の貿易につ
いて，1月から11月までの全区の対外貿易の輸
出入総額は8，12億ドル，前年同期より10．4％増
大し，そのうち輸入は3．47億ドルで9．5％の増，
輸出は4．64億ドルで11％の増となっている。
　また実際に利用された外資の伸張速度は比較
的速く，1月から11月までに全区で実際に利用
された外資は1．2億ドルで，前年同期より35．2％
伸びており，そのうち外国商社の直接投資は
35．5％伸びている。
　　　　　　　　　注
1995年5月末で　1元≒10．8円
　　　　　　　　く書考文舳〉
●『新彊杜会経済』新彊社会科学院，1995隼第1期。
●『慶祝新彊ウイグル自治区成立四十周年宣伝提綱」
中共新彊ウイグル自治区委員会宣伝部，新彊日報1995
隼5月13日。
●その他
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